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　市では、近年、民間バス路線の廃止やＪＲ赤穂線の減便、市周辺部における空き家や荒廃農地の
増加など、市民の皆さんの暮らしを支える基盤が弱まってきている状況があります。こうした課題
に対応しながら、市の豊かな自然環境や農地、美しい景観を保全しつつ、市民の皆さんが住みたい・
住み続けたいと思える安全で快適な住環境を整備していく必要があります。
　そこで、昨年度、市民の皆さんの参画を得て、市の土地利用行政の指針となる「瀬戸内市国土利
用計画」を策定しました。本計画では、新たに都市地域（都市計画）の導入を目指すことを定めています。
　市国土利用計画の内容や都市地域の導入に向けた今後の取り組みの一部をお知らせします。
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問問 企画振興課企画振興課

  都市計画の導入へ都市計画の導入へ

基本理念基本理念 瀬戸内市らしさを継承しつつ、 持続可能な未来を創造する土地利用瀬戸内市らしさを継承しつつ、 持続可能な未来を創造する土地利用
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携
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っ
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。

土地利用のイメージ図

「瀬戸内市国土利用計画」 を策定「瀬戸内市国土利用計画」 を策定

2023.    95

自然環境と美しい景観を自然環境と美しい景観を
保全・再生・活用する市土管理保全・再生・活用する市土管理

　・自然や景観を活かした土地利用で、魅力ある地域づくりを進めます
　・水環境や野生生物の生息・生育地の保全を図ります
　・太陽光発電施設の設置に対し、自然環境や景観などへの十分な配慮を求めます

地域の特性に応じた地域の特性に応じた
適切な市土管理適切な市土管理

　・地域の特性に応じた適切な土地利用を図るため、都市地域の導入を目指します
　・農地や森林などと調和した快適な農業・漁業集落を形成します
　・風情と歴史が感じられるまちなみの保全・活用を進めます
　・農地、森林は、その機能を持続的に発揮していくための保全などを進めます
　・錦海塩田跡地と長島の今後を見据えた土地利用を検討します

安全・安心を実現する市土管理安全・安心を実現する市土管理 　地域特性に合った安全・安心な土地利用を進めます

多様な主体による市土管理多様な主体による市土管理 　地域主体の市土管理を推進します

土地利用の基本方針土地利用の基本方針

地域別の土地利用の基本方向地域別の土地利用の基本方向

都市地域（都市計画）の導入に向けて都市地域（都市計画）の導入に向けて

都市計画制度の構造（国土交通省ホームページから引用）

瀬戸内市国土利用計画は、
市ホームページで
詳しく紹介しています

市ホームページ市ホームページ

都市計画制度の概要などは、国土交通省
ホームページからご覧いただけます ▶

　都市計画は、農林漁業との健全な調和を図りつ
つ、住民が安全で快適に生活や活動ができる都市
や生活環境をつくるための手法で、土地の利用や
建物を建築する際のルール、道路や下水道、公園・
緑地などの整備計画を定めることができます。
　市では、今年度から岡山県と協議しながら都市
計画区域の指定範囲の検討や市の都市計画に関す
る基本的な方針（マスタープラン）の作成に着手
します。
　マスタープランは、市民の皆さんの意見を踏ま
えて作成することとしており、地域別での意見交
換会の開催などを計画しています。開催時期など
については、広報紙やホームページ、回覧などで
お知らせします。
　市が新たに取り組む持続可能なまちづくりにぜ
ひご参画ください。

※本市に上記全ての区分を設定するものではありません。


